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私
の
原
点
／
対
立
を
超
え
て
前
へ 

  

私
は
、
福
島
県
鏡
石
町
と
い
う
、
小
さ
な
町
の

出
身
で
す
。
小
学
生
の
頃
に
町
長
の
不
正
疑
惑
が

あ
り
ま
し
た
。
親
が
嘆
い
て
い
る
の
を
聞
い
て
、

「
い
つ
か
僕
が
町
長
に
な
っ
て
町
を
よ
く
す
る
！
」

と
言
い
ま
し
た
。
親
か
ら
は
笑
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
私
の
原
点
で
す
。 

 

真
鶴
町
の
知
人
か
ら
は
「
実
は
名
簿
の
コ
ピ
ー

は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
」
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
今
回
の
問
題
の
根
っ
こ
に
は
旧
来
の

町
役
場
の
体
質
が
あ
り
ま
す
。
元
職
員
に
こ
れ
が

変
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

外
の
風
を
入
れ
、

風
通
し
を
良
く
し
、
膿
を
出
し
切
る
べ
き
で
す
。 

 

ま
た
、
か
つ
て
は
旧
岩
村
／
旧
真
鶴
村
の
対
立

が
あ
り
、
最
近
で
は
、
元
町
長
同
士
の
対
立
が
続

い
て
き
た
と
聞
き
ま
す
。
不
毛
な
争
い
は
、
も
う

終
わ
り
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

私
に
は
、
一
切
の
し
が
ら
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
真
鶴
の
混
乱
を
収
拾
す
る
に
は
自
分

の
出
番
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー(

進
行
役)

の
経
験
を
活
か
し

て
、
「
対
立
の
ま
ち
」
か
ら
「
対
話
の
ま
ち
」
へ

と
空
気
を
一
新
し
ま
す
。 

 

み
ん
な
の
声
を
ま
と
め
、
真
鶴
を
右
で
も
左
で

も
な
く
、
前
に
進
め
ま
せ
ん
か
？ 

処
方
箋
を
持
っ
て
い
る
自
分
こ
そ 

  

ま
た
、
私
は
一
昨
年
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
で

県
内
の
市
町
村
を
研
究
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
徴
的
だ
っ
た
の
が
三
浦
市
と
真
鶴
町
で
し
た
。

市
町
村
比
較
す
る
中
「
真
鶴
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
「
広
域
連
携
」
の
話
で
す
。
現
在

は
、
水
道
・
下
水
道
・
消
防
・
ゴ
ミ
処
理
な
ど
湯
河

原
町
と
の
連
携
が
中
心
で
す
。
し
か
し
、
規
模
が

小
さ
す
ぎ
て
高
コ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
上
下
水

道
料
金
は
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
一
位
。
な
お
、
ワ
ー

ス
ト
二
位
が
湯
河
原
町
で
す
。 

そ
の
他
に
も
消
防
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
、
も
っ
と

視
点
を
広
げ
、
小
田
原
市
や
県
と
も
連
携
し
た

ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
行
政
分
野
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。 

 

俯
瞰
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
、
こ

の
町
の
打
ち
手
で
す
。
真
鶴
の
処
方
箋
を
持
っ
て

い
る
自
分
こ
そ
手
を
挙
げ
る
べ
き
だ
、
と
考
え
ま

し
た
。 

 

な
お
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
消
し
た
い
と
考
え
、

実
は
副
町
長
の
公
募
に
も
応
募
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
選
考
自
体
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、

残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

真
鶴
を
再
び
、
日
本
最
先
端
に
。 

  

か
つ
て
真
鶴
は
、
国
内
初
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

「
美
の
基
準
」
を
つ
く
り
、
小
さ
く
と
も
日
本
全
体

を
変
え
た
町
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
不
祥
事
ば
か
り
が
話
題

に
な
り
、
「
過
疎
の
ま
ち
」「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と

い
っ
た
負
の
イ
メ
ー
ジ
も
独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
に
悲
観
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
規
模
な
り
の
経
営
手
法
が
あ
り
ま
す
し
、

真
鶴
に
は
磨
け
ば
光
る
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

 

私
は
公
共
経
営
修
士
号
を
取
得
し
、
市
議
と
し

て
四
期
、
行
政
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
地
方
政
治
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
言
わ
れ
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
で
も
多
数
受
賞
し
、
報
道
で

も
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
理
論
も

実
践
も
積
ん
だ
、
即
戦
力
で
す
。 

 

今
回
、
退
路
を
断
っ
て
の
挑
戦
で
す
。
私
に
仕
事

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
逆
境
だ
か
ら
こ
そ
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
し
、
磨
い
て
き
た
政
策
力
を
存
分

に
活
か
し
た
い
。 

 

み
ん
な
の
声
を
ひ
と
つ
に
束
ね
、
混
乱
を
バ
ネ
に

し
て
、
日
本
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
真
鶴
を

一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。 

「対話集会」へお越しください。 

 私は行政経営についてはプロですが、

真鶴町については素人です。 

 そこで、みなさんの声を伺って町政課題

を一緒に考える「対話集会」を企画しまし

た。どうぞ気軽にお越しください。 

小
林
伸
行
と
は
何
者
な
の
か
？ 

な
ぜ
真
鶴
町
政
な
の
か
？ 

し
っ
か
り
ご
説
明
し
ま
す
。 

●10/20(金)18:30〜20:30 真鶴町民センター 第１会議室 

●10/22(日)14:00〜16:00 コミュニティ真鶴 第２会議室 

●10/26(木)18:00〜20:00 コミュニティ真鶴 第２会議室 

●10/28(土)14:00〜16:00 真鶴町民センター 第２会議室 
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高齢者と子どもの見守り安心サービスを導入 

 ●高齢者の安否確認を、プライバシーに配慮しつつ希望するご家族等に提供します。 

 ●小学生の居場所を、いつでもどこでも確認できるアプリを希望する保護者に提供します。 

 

   健康と「ピンピンコロリ」を応援 

      ●特定検診や企業検診を受けた町民に「疾病予測レポート」と地域商品券を無料配布します。 

      ●商品券として使える「お出かけポイント」が自動で溜まるようにします。 

      ●コミュニティ・バスを抜本的に見直し、お出かけしやすくします。 

 

     教育・子育てに全力投球 

          ●学校にかかるお金が高すぎる！ドンドン無償化を進めます。 

          ●一人一台端末で一人ひとりの進度を把握！(スタディログ) メキメキ学力向上を図ります。 

          ●他市のような塾代助成等を導入します。 

          ●病児保育・一時預かり(レスパイト)の導入を検討します。 

          ●育ちに個性のあるお子さんの療育の拠点を整備します。 

 

       家計を応援、町民の生活防衛 

             ●県内ワースト１位の上下水道料金を安くします。 

             ●家庭の電気代を下げるお手伝いをします(ＥＳＣＯ方式など)。 

             ●雨水タンクに助成し、水道使用量を減らして災害にも強い町にします。 

             ●カーシェアを誘致し、自家用車を手放せるようにします。 

 

         町民の収入を増やし、産業を強く 

                ●地域商品券を発行し、町内消費を増やします。 

                ●地場産品の海外販売ルートを開拓し、収入ＵＰを図ります。 

                ●本小松石を高付加価値にし(3D・CNC 等)、富裕層向けに販促します。 

                ●稼げる漁業へ、町を挙げて 6次産業化を応援します。 

                ●「ふるさと納税」をテコ入れし、売上増＆税収増を図ります。 

 

           真鶴港の正常化 

                   ●葉山港や芦名漁港の問題解決の実績を活かし真鶴港を活性化します。 

 

             緑と人をまもり、まちの価値を向上 

                       ●お林を、トラストの発想で積極的にまもります。 

                       ●空き家・終活の特命担当を設置します。 

                       ●過疎債を活用し、コンパクト・シティ化を進めます。 

                       ●平和と人権をまもり SDGsに沿ったまちづくりをします。 

※政策の詳細は、町民の声を聴いて固めていきます。現時点では、基本的な政策の方向性のみを示しています。 

 

小林伸行のまなづくる構想 Ver.1.0 

  町政への基本姿勢 

1.オープン ひらかれた町 

  情報公開。町民参加。説明責任。 

 

2.クリーン すっきりした町 

  しがらみゼロ。なれあいゼロ。不正ゼロ。 

 

3.スマート べんりな町 

  最先端のスマートタウンへ。 

より詳しい政策は、次の号でお示しする予定です。 

 

″ 

上下水道料金はダントツの県内ワースト 1位 

RESASで見た稼ぐ力(労働生産性×従業者数＝付加価値額)。 

唯一全国平均超の石材業による牽引とサービス業の底上げがカギ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「町民じゃなくても町長にはなれるの？」 

 

町議会議員は、町民の代表です。 

ですから、町民でなければ町議にはなれません。 

一方、町長は町役場の代表です。 

全国どこからでも優秀な人物を連れてこられるよう、

住所要件はありません。 

有名な例として、かつて松沢県知事が東京都民で

石原都知事が神奈川県民だった時代もありました。 

 

 

 

「小林さんは、なぜ真鶴に関心を持ったの？」 

 

大きく 3 つの理由があります。 

 

(1)大学院の研究で「真鶴はもったいない」と感じた 

(2)不正で揺れる真鶴を見て自分の出番だと思った 

(3)「美の基準」を調べに来たら真鶴が気に入った 

 

詳しくは二面に思いを書きました。 

ご覧頂ければ幸いです。 

 

 

 

「ちなみに、趣味は何ですか？」 

 

シュノーケリングと作曲・編曲です。 

三浦半島の磯が気に入って、シュノーケリングできて 

通勤圏内ということで１４年前に移住しました。 

真鶴の海にも何度か来ていて、気に入っていました。 

学生時代は、バンドでデビューを目指していましたが、 

今はフレーズを書き溜める程度です。 

［4］ 

 

「給料欲しさに町長を目指す人じゃ困るよ！」 

 

参考までに、2022年時点の年額報酬です。 

 

  真鶴町長      972万円 

  横須賀市議会議員 1084万円 

 

 

 

 

 

 

「小林さんって、漁港問題を扱ってませんでしたっけ？」 

 

はい。私が調査した芦名漁港の不法占用問題は、 

新聞や週刊誌でも多数取り上げられました。 

多くの漁業者に迷惑をかけ、みんなの海を勝手に 

壊した不法業者は、罰金となりました。 

県と横須賀市の業務も改められました。 

その他、葉山港の指定管理者問題でも、 

歪んだ選考のあり方を取り上げて改善されました。 

海の保全には思い入れがあります。 

 

 

 

「大学院での研究結果を、見てみたいな。」 

 

もちろんです。 

コチラから全文ダウンロード頂けます→ 

https://tinyurl.com/muxs5tmc 

 

   ただし、全文は前置きが長いです。 

   ←面白いマップ部分だけ、ぜひご覧ください。 

   https://tinyurl.com/ytnzbbka 

福島県鏡石町出身。昭和５０年生まれ。

４８歳。筑波大学を卒業後、地域情報誌

と環境コンサルティングに携わるが、地

域の疲弊と日本の将来を憂い、政治を

志す。国会議員政策秘書試験に合格、

衆議院議員公設秘書を経て、２０１１年よ

り横須賀市議を４期１３年務める。 

２０２２年３月には早稲田大学大学院を

修了(公共経営修士・ＭＰＡ)。片山善博

元総務大臣・元鳥取県知事が指導教官。 

この間、マニフェスト大賞でも６年連続

８回受賞し、新聞・ＴＶの取材も多数。 

全国の議員向けセミナーで講師も務

め、ＮＰＯや青年会議所でも活動。 

お願いです！ 
 時間がないので、どれだけ多く

の方に政策をお伝えできるかが

カギとなってきます。 

●ミニ集会開いてあげようか？ 

●この人に会いに行ってみて！ 

●事務所を貸してもいいよ。 

などなど、ご支援頂けましたら

幸いです。 

 

※クリーンな政治のため、献金や 

 差入は一切頂いていません。 

 ご理解頂けますと幸いです。 

 なお私事ですが、近く真鶴に引っ越す予定です。 

 
なお私事ですが、市議としての任期は 

3年半残っており、安泰のはずでした。 

″ 

小林伸行の略歴 

朝日新聞 2018年 4月 16 日号 

政務活動費問題の解決策を提言 

NHK『首都圏ナビ』2023 年 9月 7 日 

議会改革の取り組みを取材される 

こばやし のぶゆき 


